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1. マヨネーズについ ての流動学的性質 を明 らかにす･

るた めに以 下の実験を行 った。

2.　回転式粘度計を用いてマヨネー,ズの流動曲線 を作

成し ，回転振動式粘度計によっは粘弾 性を測定し た。 ま

た電 動式マヨネーザーを用いて油の種 類（ 大豆油，棉 実

油，菜種油）攬粋の回転 数および時間，配合割合を種 々

に かえ 七マヨネーズをつく り， これを２週間保存し て，

これ らのマヨネーズの上記諸性質を測定して， 保存前後

にマヨネ ーズに及ぼす油の種類，製造条件の影響をし ら

べた。
3. こ の結果 マヨネーズは，明 らかに異常粘性 を示し

チクソト ロピ ー性 が強いこ とを知 った。

粘弾性 の測定結果 では， マヨネーズの剛性率 は10^ ～

10* （dyne/c ㎡ ）の程度で,チクソトロピー性 は強 く粘性

に表われている。
マヨネーズの油滴の粒径の微少化に伴うマヨネーズの

粘弾性 の変化は剛性率 に比し て，粘性 が影m されるよ う

であ る。

ま たマ ヨネーズの性質は油の種類 よりも，主とし て製

造法 によ って著し い相違を示すことが わかった。


